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　著者らは先に桑の枝条と根の炭水化物含量を調べて、その生長と耐寒性との関連について若干

の考察を加えた（1）。ここでは、桑の生長、また生長期間中に伐採し、その後の生長、耐寒性と

有機成分を構成している炭素との関連について検討した。

　更に、収穫伐採時期の異なる枝条の冬期間における体内成分の窒素と炭水化物の消長を調べ、

伐採時期と耐寒性との関係について若干の考察を加えた。

材料及び方法

　供試品種は信州大学繊維学部付属農場の審切桑園と夏切桑園で栽培されている根刈り仕立ての

一ノ瀬である。まず、材料は春発芽後6月8日から1週間置きに来春3月まで中庸な枝条5本よ

り先端部、中央部、下部の3部分に分けて、それぞれ約15cmずつ採取した（春切区）。また、7月

2日に伐採した後の再生枝条（夏切区）と8月3日に枝条中央部から伐採した後の再生枝条（中

間伐採区）についても春切区と同様に材料を採取した。更に、各区の上部の葉を枝条と同時に採

取した。これらの材料は直ちに5皿m以下に切断し、80℃の熱風乾燥器で乾燥した。乾燥した材料

はウイレ・一一．型粉砕器で粉砕し、次いでサイクロン・サンプル・ミルで細かい粉末にして分析した。

炭素の分析は柳本のCHNコーダー・MT－3により行った。全炭素量はそれぞれの材料につい

て3回測定し、その平均値で示した。

　また、上の桑園の春切区と夏切区の生長した枝条を10月から翌年の3月にかけて1週間置きに

それぞれ採取した。これら材料の中央部から上部と下部に分けて、窒素はケルダール法により、

炭水化物はアンスロン硫酸法（2），（3）により分析した。

結　果　及　び　考　察

　春切区の先端部の全炭素量は6月の約42％（対乾物当たり、以下同じ）から8月の約40％まで

漸減し以後増加する傾向を示したが、10月まで中央・下部の全炭素量より明らかに少なく、約4．

～5％の差があった（第1図）。しかし、この全炭素量は8月から増加し、1月にピークになり、

11～1月では下部のそれより幾分多くなるのが注目された。中央・下部の全炭素量はそれぞれ6
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月と7月に約42％と44％から約46％に増加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48
以後両部とも変化が少なく、同様の推移を示し　　春46

た．下部の全炭素量は1。肋ら中螂のそれよ　馳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区42
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ma　　40
　夏切区の先端部の全炭素量は初めに漸減し、　集　　48

・月から増加し、・・月以降から約・・－45％℃S蕩i・1

映下部のそれより少なく推移した傭切露麗

区と同様のuamを乱た沖央・下部の全縢霧4・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量は8月にそれぞれ約42％と約43％以上から　申ng

幾分多く推移した　’れは11月から可溶性炭　　　　　40

　　　　　　　　。L．　水6789101112123化物が多くなり（4）、下部の全炭素量の幾らか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採取月

が他の部分へ鋤す・ためと考えられ・・また・第1 寳寘ﾌ撫生枝条の炭羅
春・夏切両区の先端部の全炭素量は、伐採後の　　　　　　○……O　中央部

離長が盛んになると共に呼吸による炭水化物　　㊥一⑳下部

の消耗が大きくなって漸減し、それが秋の生長停止期に近づくと共に呼吸による消耗が少なく

なって（5）、その貯蔵量が増加すると考えられる。また、この両区の先端部の全炭素量は1月か

ら2月にかけて減少する傾向が認められるが、これも呼吸による消耗と耐寒性に関係し、その結

果、春先の先枯れとなって現れると考えられる。

　中間伐採区の先端部の全炭素量は9月まで約41％で、以後増加し、11月以降44％前後で維移し

た。中央部の全炭素量は8月中の約42％から9月以降45％前後のレベルで推移した。これらの変

化は春夏切両区のそれと同傾向を示した。しかし、下部の全炭素量は8月から高レベルで約46％

で推移し、春・夏切両区と異なり中央部のそれより高くなる傾向を示した。これは残条の影響に

よるものと考えられる。

　3試験区の先端部、中央部および下部ごとの全炭素量をそれぞれ比較すると．先端・中央部の

それは春切区、夏切区、中間伐採区の順に低くなる傾向を示したが、下部の全炭素量は11月頃か

ら中間伐採区、春切区、夏切区の順に低くなり、先端・中央部のその推移とは異なった傾向が見

られた（第2図）。このことから、生育期間の長い枝条ほど、全炭素量が高くなることが認めら

れ、中間伐採区の残条は春切区の生育期間と同じであり、しかも再生枝条下部の全炭素量は残条

からの転流もあって高くなったと思われる。
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　次に、中央部の葉身と葉柄の全炭素量を測定したが（第3図下）、3試験区の葉身の全炭素量は

季節の進行と共に減少した。すなわち、春切区では6月の約41．5％から10月中旬の約37．8％まで、

夏切区では8月の約42％から8月下旬以降春切区のそれと同様に減少した。中間伐採区では8月

下旬の約42．5％から10月中旬の約40％まで減少し、この10月中旬の全炭素量が他の両区より高く

なった。こらは、生長が遅れて始まり、この時の光合成能力が他の両区より高いためと考えられ

る。葉柄の全炭素量は春切区では8月まで37　一一　38％で変化が少なかったが、8月中旬に減少し、

下旬には最低の約35．5％になり、9月にはまた37％前後にもどり10月中旬には約37．5％になった。

8月中旬までは光合成生産物の転流量を示し、その後の葉柄の炭素含量は葉の老化に伴う葉中養

分の分解物の転流によると考えられる。夏切区と中間伐採区の減少点は9月にあった。中間伐採

区では9月以降も葉の生長程度から光合成生産物の転流割合が高いと思われる。

　また、窒素含量は春切区が夏切区のそれより少なく、更に両区とも枝条上部の窒素含量が下部

より多くなって、両区間の差は上部において大きくなった。この窒素含量のピークの出現時期は

は春切区の方が夏切区より早い傾向が認められた。このような傾向はそれぞれの耐寒性と関連が

あると考えられる。炭水化物の可溶性糖類の含量は1月に最大になり、逆に澱粉含量は1～2月

に最小になったが、前者は夏切区が春切区より多く、後者は春切区が夏切区より著しく多くなっ
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た。これも窒素含量と同様に枝条上部の含量が下部より多く、しかも、両区間の差が大きくなっ

た。このことから、耐寒性は可溶性糖類に転換できる澱粉含量の多い方が高められ、また夏切区

の枝条でも下部の耐寒性は春切区のそれと同程度になる傾向を示したと、考えられた。
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